
沖縄における教育資料
デジタルアーカイブを活用した学力向上について

～過去からのデータを用いた教師の指導力向上～

嘉手納町立嘉手納小学校 教頭 宮城卓司

沖縄県教育委員会生涯学習課 班長 長尾順子

今帰仁村立兼次小学校 教頭 井口憲治

岐阜女子大学 眞喜志 悦子
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沖縄県の学力・学習状況調査の結果（小学校）

（全国平均との差）



国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 総合

平成１９年度 ４７ ４７ ４７ ４７ ４７

平成２０年度 ４７ ４７ ４７ ４７ ４７

平成２１年度 ４７ ４６ ４１ ４７ ４７

平成２２年度 ４７ ４６ ４６ ４７ ４７

平成２４年度 ４７ ４７ ４７ ４７ ４７

平成２５年度 ４６ ４７ ４７ ４６ ４７

教科別都道府県順位





学力向上が最大の課題

学力が確実に向上する方法を！
（データに裏付けされた方法を）

岐阜女子大学（後藤学長）の研究
※岐阜大学時代
デジタルアーカイブ



１９６０年代～１９８０年代にかけての研究

この研究結果を活用し
岐阜県における小学校で 偏差値を５～１０以上向上させた。



（県教育庁義務教育課から県下の小学校へ配布）

パンフレットの作成



授業分析

クリッカーで理解度を調査



行動カテゴリー



Ｓ－Ｔグラフによる分析



講義型授業

対話型授業指導型授業

演習型授業

横軸（Ｔ軸）に平
行な線分が多く
出現します。教師
の行動で授業時
間の大部分が占
められているもの
です。高等学校
の座学の授業に
多く、教師側から
の情報伝達が行
われる場合が多
いパターンです。

縦軸（Ｓ軸）に平
行な線分が多く
出現します。生
徒の行動で授業
時間の大部分
が占められてい
るものです。生
徒による実習、
実技が展開され
る教科に多いパ
ターンです。

講義、演習、対
話にはっきりと
区別できるもの
ではなく、それぞ
れの型が組み合
わされた形で授
業の中に現れる
パターンです。

グラフは階段状
になります。教
師と対話型授
業に見られる
パターン。

教師と生徒の
対話を主とする
授業で見られる
パターンです。

Ｓ－Ｔグラフによる分析



行動カテゴリーのマトリックス

後の発問

前
の
発
問



行動カテゴリーのマトリックス分析結果

教師「発問及び発言をうながす」

児童「単純応答」

質が低い、閉ざされた発問

教師「発問及び発言をうながす」

児童「沈黙・とまどい」

学習内容が難しかった

児童「単純応答」 児童「沈黙・とまどい」

１番多い発問の流れ ２番多い発問の流れ

授業内容を数値化し、徹底的に分析する



発言の割合と理解度の違い



１９６８年の実践（大卒後３年目）



そのまま「主体的・対話的で深い学習」

わかるわからない



岩田先生の研究資料

各テストをグラフ化し分析



岩田先生の研究資料

児童の実態
を毎週記録



思考力を要する問題の研究
どちらが

重いでしょうか？

（A） （B）

正答

同じ



アナライザーによる分析

発問後、考える時間を
どのくらい与えればいいか分かる

１／４が
わかる

２／４が
わかる

３／４が
わかる

（倍）

（倍） （倍）

（倍）

（倍）

（倍）

最初にわかった児童から、どのくらいの時間がかかるか



探査的な発問に対する応答

最低でも１０秒程度は待つ必要がある。



グループ討論と全体討論について

課題解決状況

所要時間



１９７５～１９８０頃の
繰り返し学習の研究

繰り返し学習とその内容の重要性（井口先生の実践）

指導ありの繰り返し学習が４～５回目で、正答率が
８割を超え安定する傾向あり



全国学力・学習状況調査の平均正答率比較

算数Ａ 実施前 実施後

25年度 26年度 27年度

秋田 82.8 85.1 81.2

本校 71.7 86.6 82.5

全国 77.2 78.1 75.2

沖縄 73.3 80.9 77.7

本校６年生 140～150名 ４クラス



指導ありの繰り返し学習実施後１年目

全テ 算数 Ａ



繰り返し学習継続実施後

中学校での変化

※中学校の教頭、学力向上対策主任より

・ 五月の東京書籍の標準学力調査で 全国平均を超えてい

る。剥離していない。

・ 沖縄県の学力調査においては、平均よりかなり高くなった。

・ 学習に対して意欲的になっている。

平成28年 数学総合 基礎 活用

中１ ７３．７ ７６．１ ６４．８

全国 ７１．３ ７３．７ ６２．４



前任校での実践

絶対的貧困率 子どもの貧困率 ワーキングプア率

１位 沖縄 29.3 沖縄 30.7 沖縄 20.5

２位 鹿児島 24.3 大阪 21.8 大阪 14.2

３位 青森 24.1 鹿児島 20.6 京都 13.9

４位 高知 23.7 福岡 19.9 高知 13.0

５位 大阪 23.2 北海道 19.7 鹿児島 12.9

全国 全国平均 18.3 全国平均 13.8 全国平均 9.7

（２００９年調査）

要保護・準要保護率

沖縄県（１９．７％）
（２０１３年調査）

沖縄市（１位）

前任校（１６校中１位）
４６％



授業改善の方法

データを
元に説明

ＱＲコードで
授業動画
が見れる



授業改善の方法

校内研修でプレゼン



授業改善の方法

県内外の授業動画
１００時間以上



授業改善の方法

日々の授業参観→改善指導
年間１００時間前後



授業改善の方法

指導助言のメモ



授業改善の結果

国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 総合

平成１９年度 ４７ ４７ ４７ ４７ ４７

平成２０年度 ４７ ４７ ４７ ４７ ４７

平成２１年度 ４７ ４６ ４１ ４７ ４７

平成２２年度 ４７ ４６ ４６ ４７ ４７

平成２４年度 ４７ ４７ ４７ ４７ ４７

平成２５年度 ４６ ４７ ４７ ４６ ４７

平成２６年度 ３２ ３２ ６ ３４ ２４

平成２７年度 ３２ １３ ６ ２６ ２０

室川小学校 国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 総合

平成２６年度 ４８ ４３ ２５ ４８ ４８

（学力・学習状況調査都道府県別順位）

前任校
都道府県別順位

前任校 国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 理科 総合

平成２６年度 ４８ ４３ ２５ ４８ ４８

平成２７年度 ２２ ４ ３ ４ １ ４



沖縄県到達度調査（毎年２月実施）

平成２７年 市内16校中 1位
平成２８年 市内16校中 1位



当時の研究をまとめた本



デジタルアーカイブの必要性

新しい事に取り組むためにも、古いが効果的な授業方法は
次の世代に残していくことが必要！



どうも
ありがとう
ございました


